
埼玉医科大学 保健医療学部 看護学科 k

科目区分 生活している人間の理解

看護の対象としての人間の理解

看護専門職者に必要な基本的知識、技術、態度の修得

看護学実習

保 保健師課程のみ 必修科目

［2022年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次

哲
学

文
学

法
学

心
理
学

発
達
心
理
学

社
会
学

教
育
学

人
体
の
科
学

人
間
工
学

ス
ポ
ー
ツ
科
学

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

ド
イ
ツ
語

看
護
関
係
法
規

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

病
原
微
生
物
学

薬
理
学

環
境
論

公
衆
衛
生
学

免
疫
学

食
物
・
栄
養
学
Ⅰ
・
Ⅱ

生
活
と
健
康

医
療
の
基
本
Ⅰ

看
護
方
法
演
習
Ⅰ

看
護
学
概
論
Ⅰ

看
護
技
術
論

基
礎
看
護
技
術
Ⅰ

基
礎
看
護
技
術
Ⅱ

基
礎
看
護
技
術
Ⅲ

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

看
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

看
護
学
生
の
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
Ⅲ

日
本
国
憲
法

文
化
人
類
学

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学

体
育
実
技

Ⅱ Ⅰ

基
礎
看
護
技
術
Ⅳ

基
礎
看
護
技
術
Ⅴ

看
護
方
法
演
習
Ⅱ

感
染
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

在
宅
看
護
学
概
論

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
論

病
む
こ
と
の
心
理

／

看
護
倫
理

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅱ

医
療
の
基
本
Ⅱ

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

／

老
年
看
護
学
実
習
Ⅰ

臨
床
看
護
学
概
論

活
動
論
（
方
法
論
）

（
成
人
・
老
年
・
精
神
・
小
児
・
母
性
）

看
護
過
程
論

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

看
護
研
究
概
論

公
衆
衛
生
看
護
学
対
象
別
活
動
論Ⅰ

・
Ⅱ
・
Ⅲ

公
衆
衛
生
看
護
学
活
動
展
開
論Ⅰ

・
Ⅱ

健
康
教
育
論
Ⅰ
・
Ⅱ

領
域
別
看
護
学
実
習
（成
人
・老
年
・小
児
・母
性
・精
神
・在
宅
）

実
践
応
用
の
看
護
学
実
習

地
域
診
断
論
Ⅰ
・
Ⅱ

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

看
護
政
策
論

／

医
療
経
済
学

学
校
看
護
論

産
業
看
護
論

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー

／
看
護
総
合
セ
ミ
ナ
ー

ディプロマ・ポリシー

看護学科 保健医療学部

幅広い教養と生命の尊重を
基盤とした豊かな人間性を身
につける。

医療における看護の倫理的
側面を理解し行動できる。

全人的医療、患者さん中心
の医療を原点に、病める人の
視点で考え、人を思いやる態
度をもち、個別性を重視した
看護を行うことができる。

人間の生命に対する深い愛
情と畏敬の念を基盤として、
高い倫理観と豊かな人間性
を涵養すること。

保健医療に関する国際水準
の知識と技術の修得を基本
とし、未知の課題を自ら解決
する意欲と探求心をもつとと
もに、自らの能力の限界を知
り、生涯にわたり自己の資質
の向上に努めること。

医療人に必要とされる基礎医
学および臨床医学の基本的
知識を身につける。

多様な保健・医療・福祉の場
で活用できる基本的な看護
の知識と技術を身につける。

看護の専門的知識を活用し、
科学的根拠に基づいて、身
体的､心理的、社会的側面か
ら適切な判断を行うことがで
きる。

看護の実践の中から看護研
究の課題を発見し、それを発
展させることができる。

常に自らの能力を点検・評価
し、生涯学びつづける姿勢を
身につける。

協調性に富んだ社会人として
様々な職種の人々と協力し、
医療の安全につねに留意す
るとともに、社会的視点に
立って地域の保健医療に積
極的に関わることができるこ
と。

チーム医療の中で調整・連携
の役割を果たすための適切
なコミュニケーション能力を身
につける。

医療安全管理の重要性を理
解し、状況に応じた適切な行
動をとることができる。

保健・医療・福祉チームの一
員として地域医療に積極的に
関わることができる。

保
健
統
計
学

看
護
管
理
学

パ
リ
ア
テ
ィ
ブ
ケ
ア
論

救
急
看
護
論

国
際
看
護
論

母
子
看
護
方
法
論

保
健
医
療
行
政
論
Ⅰ

保
健
医
療
行
政
論
Ⅱ

疾
病
の
成
り
立
ち
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

放
射
線
医
学
概
論

医
療
情
報
学

社
会
福
祉
論

疫
学

保 保

保 保 保

生
殖
医
療
と
看
護

家
族
看
護
学

災
害
看
護
学

看
護
学
概
論
Ⅱ

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅰ

保 保

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習

保

保 保

保
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【令和 8年度 看護学科 2年次 時間割表】 

＊：選択科目 
〇：[養護教諭Ⅱ種免許]必修科目 

＜前期＞                          ●：[看護師]選択科目、[保健師]必修科目 

時限 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

11  
9：00 

～ 

10：30  

疾病の成り立ちⅠ 

(茅野) 

災害看護学 

(村田) 

社会福祉論 

(小林) 疫学● 

(髙橋) 

成人看護学概論 

(本谷) 

体育実技*〇 

(田中) 

  

22  
10：40 

～ 

12：10  

文化人類学* 

(田口) 病むことの心理 

(大賀) 

在宅看護学概論 

(千田) 

 

家族看護学 

(山路) ジェンダー学* 

(田口) 

33  
13：10 

～ 

14：40  

小児看護学概論 

(土師) 

母性看護学概論 

(大森) 

基礎看護技術Ⅴ 

(横山) 

保健医療行政論Ⅰ 

(加藤) 公衆衛生看護学概論 

(千田) 

 

看護方法演習Ⅱ 

(関根) 

基礎看護技術Ⅳ 

(山﨑) 

カウンセリング論

(大久保) 

44  
14：50 

～ 

16：20  

疾病の成り立ちⅡ 

(茅野) 

フィジカルアセスメント 

(本谷) 

基礎看護技術Ⅴ 

(横山) 

保健医療行政論Ⅰ 

(加藤) 疾病の成り立ちⅠ 

(茅野) 

 

看護方法演習Ⅱ 

(関根) 

基礎看護技術Ⅳ 

(山﨑) 

カウンセリング論

(大久保) 

55  
16：30 

～ 

18：00  

    

  

感染看護学 

(櫻井) 

カウンセリング論

(大久保) 

・老年看護学実習Ⅰ(鳥谷) 
 

＜後期＞ 

時限 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

11  
9：00 

～ 

10：30  

看護管理学 

(横山)  

リハビリテーション看護論 

(粟生田) 老年看護学概論 

(丸井) 

精神看護学概論 

(大賀) 

医療情報学● 

(鈴木) 

体育実技*〇 

(田中) 

  

22  
10：40 

～ 

12：10  

放射線医学概論 

(久慈) 疾病の成り立ちⅢ 

(茅野) 

成人看護学方法論Ⅰ 

(本谷)  

疾病の成り立ちⅢ 

(茅野) 

英語Ⅲ* 

(間山) 
 

33  
13：10 

～ 

14：40  

日本国憲法*〇 

(植田) 

在宅看護学活動論Ⅰ 

(西岡) 

母性看護学活動論 

(大森) 

保健医療行政論Ⅱ● 
(加藤) 

小児看護学活動論 

(土師)  

 
看護倫理 

(松坂) 

44  
14：50 

～ 

16：20  

看護過程論 

(大澤) 
 

保健医療行政論Ⅱ● 
(加藤) 

 
生殖医療と看護* 

(大森) 

看護倫理 

(松坂) 

55  
16：30 

～ 

18：00  

看護過程論 

(大澤) 
     

 

・基礎看護学実習Ⅱ(横山) 
※日程の詳細は、シラバスにて確認すること。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3

入
学
式

前
期
授
業
開
始

①

昭昭
和和
のの
日日

④

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4 4 4 5 5 4 4 3 5 6 6 5 5 4 6 7 7 6 6 5 7 8 8

憲憲
法法
記記
念念
日日

みみ
どど
りり
のの
日日

ここ
どど
もも
のの
日日

振振
替替
休休
日日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

7 7 6 8 9 9 8 8 7 9 10 10 9 9 8 10 11 11 10 10 9 11 12 12 11 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

10 12 13 13 12 12 11 13 14 14 13 13 12 14 15 15 14 13 15 16 16 14 15 14 16 17

海海
のの
日日

前
期
授
業
終
了

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

山山
のの
日日

　
　
 
　
入
試
設
営

第
1
回

修
士
課
程
入
試

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 1 1

前
期

定
期
試
験

敬敬
老老
のの
日日

国国
民民
のの
休休
日日

秋秋
分分
のの
日日

追
・
再
試
験

　
　
 
　
入
試
設
営

編
入
学
/
総
合
型
選

抜
Ⅰ

後
期
授
業
開
始

⑰

夏季休暇
（8/1～31）

② ③ ④

⑪ ⑫ ⑬

⑮ ⑯

８
月

夏季休暇
（8/1～31）

７
月

⑬ ⑭

前期
定期試験

前期
定期試験

９
月

1年生行事日程等 2年生行事日程等

①追・再試験

　・オリエンテーション：
　・後期授業開始：9月28日(月）
  ・基礎看護学実習Ⅰ：2月20日（土）～2月26日（金）

　・オリエンテーション：
  ・後期授業開始：10月13日(火）
  ・基礎看護学実習Ⅱ：9月28日（月）～10月9日（金）

　・オリエンテーション：4月7日（火）～4月9日（木）
　・前期授業開始：4月10日（金）

　・オリエンテーション：4月2日（木）
  ・前期授業開始：4月7日（火）
  ・老年看護学実習Ⅰ：7月21日（火）～7月31日（金）

６
月

５
月

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩

令和8年度学事予定

４
月

春季休暇
（4/1～5）

新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー

シ

ョ
ン
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 1 2 2 2 2 2/ 3 3 3 3/2 2 3 4 4 4 4/3 4 5 5 5 5/4 3

領
域
別
実
習
要
件

認
定
式

　
　
 

越
華
祭
準
備

スス
ポポ
ーー

ツツ
のの
日日

解
剖
体
慰
霊
祭

入
試
設
営

総
合
型
選
抜
試
験
Ⅱ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

5 6 6 6/5 4 6 6 7 7 7/6 5 7 7 8 8 8/7 6 8 9 9 9/8 7 8

⑥

文文
化化
のの
日日

入
試
設
営

学
校
推
薦
型
試
験

勤勤
労労
感感
謝謝
のの
日日

⑩

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

9 10 10 10/9 8 9 10 11 11 11/10 9 10 11 12 12 12/11 10 11 12 13 13 13/12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

12 13 14 14 14/13 14 15 15 15/14 11 13 15 16 16 16/15 12 14

入
試
設
営

第
2
回

修
士
課
程
入
試

成成
人人
のの
日日

後
期
授
業
終
了
⑰

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一
般
選
抜

建建
国国
記記
念念
のの
日日

追
・
再
試
験

天天
皇皇
誕誕
生生
日日

　
　
 
　
入
試
設
営

総
合
型
選
抜
Ⅲ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

卒
業
式

謝
恩
会

春春
分分
のの
日日

振振
替替
休休
日日

③ ⑤②
越
華
祭

冬季休暇
（12/26～1/3）⑬

⑨

④

⑧

入
試
設
営
日

補習・自習

追・再試験
後期定
期試験

⑥ ⑦

⑭

①

⑩ ⑪ ⑫

冬季休暇
（12/26～1/3） ⑮

３
月

２
月 補

習
・
自
習

後期
定期試験

追・再試験

⑯

１
月

後期
定期試験

後期
定期試験

　・オリエンテーション：4月2日（木）
　・前期授業開始：4月10日（金）

※入学試験予定日は、大学構内への立ち入りおよび講義室・セミナー室使用を制限します。

3年生行事日程等 4年生行事日程等

補習・自習     補習・自習補習・自習

　・オリエンテーション：4月3日（金）
　・前期授業開始：4月7日（火）
　・領域別看護学実習：5月11日（月）～7月17日（金）

　・オリエンテーション：
  ・領域別実習要件認定式：10月3日（土）
　・領域別看護学実習：10月5日（月）～1月22日（金）

　・オリエンテーション：
  ・後期授業開始：11月16日(月）
　・実践応用の看護学実習：8月24日（月）～11月13日（金）
　・公衆衛生看護学実習：9月28日（月）～10月30日（金）

１２
月

１１
月

１０
月
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学習を効果的に進めるために 

 

  

11..カカリリキキュュララムム  ccuurrrriiccuulluumm ととはは、、シシララババスス ssyyllllaabbuuss ととはは  

 カリキュラムという言葉はよく耳にすると思いますが、カリキュラムとは本当はどういう

意味か、あなたは知っていますか。 

カリキュラムは時間割でも、科目一覧表でもありません。カリキュラムは、あなたがどの

ような目標を持って、どんな方法でその目標に到達することを目指し、どこまで目標に到達

できたかをどうやって評価するか、それが明示されている教育（学習）活動の計画書です。 

このように、カリキュラムには、目標、方略（学習の方法や必要な資源）、評価の 3 つの要

素が記載されています。あなたはカリキュラムを理解することで、何を目標に、どのような

方法で学習し、いつ、どのように評価を受ければいいかが分かり、それに向かって学習の体

勢を整えることができます。 

 なお、埼玉医科大学には大学としての目標が、保健医療学部には学部としての目標が、そ

して各学科には学科としての目標があります。さらに、学科ごとに、1 年次から 4 年次まで

のそれぞれの学年での目標もあります。これらについては、学生便覧のⅠ埼玉医科大学の概

要、1.埼玉医科大学の教育理念および沿革、Ⅲ教育に関する規定、1.保健医療学部の教育の

基本的理念、2.各学科における人材養成の目標と卒業後の進路、教育課程編成の考え方およ

び特色の項に記載されていますので、よく読んでおいてください。また、3.卒業要件および

授業科目の項では、卒業して資格を得るために、どのような科目を履修しなければならない

か、これらの科目が 4 年間でどのように配置されているかを知ることができ、5.単位の認定

および 6.試験に関する規則、総括的評価基準、評価方法の項では、評価についての総合的な

枠組みが理解できます。 

 さて、学生便覧にはこのように大枠としてのカリキュラムが示されていますが、あなた方

の大きな関心事は個々の科目に関する情報でしょう。各学科の各学年次について、個々の科

目のカリキュラムを明示したものが、この冊子（シラバス）です。 

  

22..シシララババススのの構構成成とと利利用用法法  

シラバスには、科目名、授業方法（講義、演習、実験、実習の別）、その科目の単位数およ

び時間数、必修・選択の別、担当教員、科目の目標、学習の具体的な目標、授業計画の一覧、

評価方法、教科書・参考書、連絡先（あるいはオフィスアワー）、履修上の注意や履修要件が

記載され、次ページ以降には個々の授業の担当者や内容が記載されています。 

科目の目標には、その科目を履修した時点で学生がどのような状態になるのか（outcome）

や科目のねらいが示され、さらに学習の具体的な目標として、そのような状態になるために

は何ができるようになったらいいかが具体的に示されています。評価方法の項には、評価の 
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時期や具体的な方法が記載されています。質問や相談などで教員と面談をしたり、連絡を取

りたい場合には、連絡先に記載されている電話番号またはメールアドレスを用いてください。       

また、オフィスアワー（面談可能な曜日と時間帯を指定）が示されていれば、その指示に 

したがい教員を訪ねてください。 

授業内容の項では、個々の授業における具体的な目標（授業の成果として何ができるよう

になるか）が示されています。これらの目標に到達できたかどうかが定期試験などで評価さ

れるわけですから、最低限度、試験までにはこれらの目標に到達できるよう努力してくださ

い。 

 

33．．単単位位制制度度ににつついいてて  

大学設置基準では、1 単位とは授業時間外での学習（予習や復習）を含めて 45 時間の学習

を要するものと定められています。本学では原則として講義 15 コマ（30 時間）を 2 単位、

演習 15 コマ（30 時間）を 1 単位としていますから、講義では 15 コマで 90 時間の学習が必

要となり、60 時間（1 コマあたり 4 時間）の予習・復習が求められます。同じ計算で、演習

では 1 コマあたり 1 時間の予習・復習が必要です。 

放課後や休日を利用して、必要な予習・復習時間を確保するよう努めてください。 

 

44..効効果果的的なな学学習習ののたためめにに  

1）シラバスの活用 

 シラバスを活用し、予習と復習を怠らないようにするのが理想的です。 

2）分からないことは その日のうちに 

その日の授業科目について、理解できなかった部分がないかどうかを毎晩チェックし、理解

できなかった部分があれば、その日のうちに教科書・参考書で確認してください。 

3）質問をおそれずに 

調べてもなお疑問が解消できなかった場合は、翌日、友人に尋ねることを薦めます。どうし

ても解決ができない場合には、次の授業時間に担当教員に質問してください。 

4）いわずもがななこと 

 授業を欠席しない、授業に遅刻しない、規則正しい生活を心がけて体調の管理に努めるなど  

は、いわずもがななことでしょう。 

5）教員との気楽なコンタクト 

 教員は連絡先やオフィスアワーを提示して、学生諸君との気楽なコンタクトを期待していま

す。学習方法へのアドバイスやその他の相談事があれば、遠慮なく連絡をとってください。 

 なお、突然の訪問は大学生としての礼儀にかないません。オフィスアワーでの面談以外では、

必ず、アポイントメントをとった上で訪問してください。 

 

令和 8 年 4 月 

                              保健医療学部学務委員会 
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埼玉医科大学 保健医療学部 看護学科 k

科目区分 生活している人間の理解

看護の対象としての人間の理解

看護専門職者に必要な基本的知識、技術、態度の修得

看護学実習

保 保健師課程のみ 必修科目

［2022年度以降入学生］
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ディプロマ・ポリシー

看護学科 保健医療学部

幅広い教養と生命の尊重を
基盤とした豊かな人間性を身
につける。

医療における看護の倫理的
側面を理解し行動できる。

全人的医療、患者さん中心
の医療を原点に、病める人の
視点で考え、人を思いやる態
度をもち、個別性を重視した
看護を行うことができる。

人間の生命に対する深い愛
情と畏敬の念を基盤として、
高い倫理観と豊かな人間性
を涵養すること。

保健医療に関する国際水準
の知識と技術の修得を基本
とし、未知の課題を自ら解決
する意欲と探求心をもつとと
もに、自らの能力の限界を知
り、生涯にわたり自己の資質
の向上に努めること。

医療人に必要とされる基礎医
学および臨床医学の基本的
知識を身につける。

多様な保健・医療・福祉の場
で活用できる基本的な看護
の知識と技術を身につける。

看護の専門的知識を活用し、
科学的根拠に基づいて、身
体的､心理的、社会的側面か
ら適切な判断を行うことがで
きる。

看護の実践の中から看護研
究の課題を発見し、それを発
展させることができる。

常に自らの能力を点検・評価
し、生涯学びつづける姿勢を
身につける。

協調性に富んだ社会人として
様々な職種の人々と協力し、
医療の安全につねに留意す
るとともに、社会的視点に
立って地域の保健医療に積
極的に関わることができるこ
と。

チーム医療の中で調整・連携
の役割を果たすための適切
なコミュニケーション能力を身
につける。

医療安全管理の重要性を理
解し、状況に応じた適切な行
動をとることができる。

保健・医療・福祉チームの一
員として地域医療に積極的に
関わることができる。

保
健
統
計
学

看
護
管
理
学

パ
リ
ア
テ
ィ
ブ
ケ
ア
論

救
急
看
護
論

国
際
看
護
論

母
子
看
護
方
法
論

保
健
医
療
行
政
論
Ⅰ

保
健
医
療
行
政
論
Ⅱ

疾
病
の
成
り
立
ち
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

放
射
線
医
学
概
論

医
療
情
報
学

社
会
福
祉
論

疫
学

保 保

保 保 保

生
殖
医
療
と
看
護

家
族
看
護
学

災
害
看
護
学

看
護
学
概
論
Ⅱ

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅰ

保 保

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習

保

保 保

保


	空白ページ
	カリキュラムマップ看護（1-4年生）.pdf
	スライド番号 1


